
市政に対する　一 般 質 問

永
田 

勝
美 

議
員

耕
作
放
棄
地
解
消
へ
の

取
り
組
み
は

新
た
な
拡
大
が
心
配
さ
れ
る
が
、
市

の
対
策
は
。

国
の
耕
作
放
棄
地
対
策
事
業
等

の
補
助
金
を
活
用
し
、
地
域
の
事
情

を
把
握
し
て
い
る
農
業
委
員
や
農
協

と
連
携
し
な
が
ら
、
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

市
の
取
り
組
み
は

返
礼
品
の
拡
充
に
よ
り
本
市
の
産
業

の
活
性
化
に
資
す
る
考
え
は
な
い
か
。

今
年
は
8
月
ま
で
に
1
1
8
0

万
円
納
税
さ
れ
た
。
本
市
に
は
地
場

農
産
品
や
地
元
企
業
の
製
品
も
多
く

あ
り
、
今
後
は
積
極
的
に
返
礼
品
の

拡
充
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

高
齢
化
社
会
を
む
か
え

本
市
の
考
え
方
は

お
達
者
度
を
上
げ
て
い
く
施
策
の
取

り
組
み
は
。

糖
尿
病
・
生
活
習
慣
病
・
ロ
コ

モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
・
認
知
症

予
防
等
に
重
点
的
に
取
り
組
む
。
同

時
に
地
域
全
体
で
介
護
予
防
に
取
り

組
む
仕
組
み
作
り
、
生
き
が
い
や
役

割
を
持
っ
て
生
活
で
き
る
居
場
所
づ

く
り
等
、
総
合
的
な
施
策
を
推
進
し

て
い
き
た
い
。

村
松 　

尚 

議
員

豊
沢
開
発
と
防
潮
堤
建
設

開
発
に
よ
る
発
生
土
60
万
㎥
で
施
工

で
き
る
防
潮
堤
延
長
と
、
建
設
費
用
は
ど

の
く
ら
い
か
。

豊
沢
開
発
の
発
生
土
で
市
施
工

の
3.3
㎞
を
整
備
で
き
る
と
考
え
て
お

り
、
建
設
費
用
は
約
12
億
円
と
試
算

し
て
い
る
。
早
期
完
成
に
向
け
、
県

事
業
の
促
進
に
つ
い
て
国
や
県
に
強

く
要
望
し
た
い
。

緊
急
時
に
障
害
者
を

預
け
ら
れ
る
施
設
は

関
係
事
業
者
へ
の
支
援
と
利
用
者
の

要
望
把
握
、
対
策
は
。

第
4
期
障
害
福
祉
計
画
を
策
定

す
る
際
、
現
状
を
把
握
し
、
実
態
に

即
し
た
計
画
の
推
進
に
努
め
た
が
、

設
備
や
人
的
確
保
の
理
由
か
ら
十
分

で
な
い
。
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

に
働
き
か
け
要
望
に
応
え
る
よ
う
に

努
め
た
い
。

上
山
梨
第
三

土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
を

平
成
27
年
度
に
計
画
さ
れ
て
い
た
公

共
施
設
管
理
者
負
担
金
5
0
0
0
万
円
が

3
0
0
0
万
円
に
減
額
さ
れ
た
。
来
年
度

の
計
画
と
予
算
は
。

来
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
、

本
年
度
の
変
更
減
額
2
0
0
0
万
円

を
考
慮
し
た
1
億
1
0
0
0
万
円
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
今
後
は
組
合
と

協
議
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

早期整備が望まれる防潮堤

高齢者のグラウンドゴルフ大会

6市議会だより


